
【女性の活躍に関する情報】*令和 8年 4月時点 

 

●令和 5年度～令和 7年度 採用者における女性割合=53.0％(44 名/83 名中) 

 ・内運転・技術職における女性割合=0%(0 名/22 名) 

 

●令和 5年度～令和 7年度 男女別育児休業取得実績 

 ・男性 80.0%(8 名/10 名中)  

     内訳：事務員 3 名、運転・技術職 5 名 

   

※育児介護休業法に基づく情報公開 

  令和 7年度 男性育児休業取得率 100％（2名/2 名中） 

 

 ・女性 100.0%(10 名/10 名中) 

     内訳：事務員 10 名、運転・技術職 対象者なし 

 

●女性管理職の比率=19.4%(7 名/36 名中) ＊令和 8年 4月 1日現在 

 

●男女の賃金の差異（男性の賃金に対する女性の賃金の割合） 

 対象期間：令和 7年度（令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

＜賃金の差異についての補足＞ 

女性が男性に比べ、勤続年数が短く年齢が低いこと、男性に時間外勤務が多い

ことなどにより、男女別の賃金格差が生じているように見えるが、基準内賃金

や昇給等の制度に差はない。例えば管理職においては、女性の割合は 19.4％

（7 名/36 名中）で、令和 7 年度における男女の賃金の差異（男性の賃金に対

する女性の賃金の割合）は 113.9％と女性が若干高くほぼ差異はない。有期社

員については、男性は定年後の再雇用者、女性はパートタイマーが大部分のた

め、賃金の差異が生じている。 

 

 

 平均勤続年数 平均年齢 

男性 18.7 年 48.0 歳 

女性 13.5 年 39.5 歳 

 男女の賃金の差異 

全従業員 80.5％ 

正社員 78.9％ 

有期社員 68.3％ 


